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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
テ
イ
ル
ズ
オ
ブ
フ
ァ
ン
ト
ム
（
完
全
オ
リ
ジ
ナ
ル
）

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
５
９
６
７
Ｙ

【
作
者
名
】

　
創
世
者

【
あ
ら
す
じ
】

　
人
々
が
助
け
合
い
生
き
る
国
、
ラ
ト
ゥ
ー
ル
。
そ
ん
な
平
和
な
国
に
何
者
か

の
影
が
迫
り
来
る
…
…
悲
し
み
、
怒
り
、
憎
し
み
、
裏
切
り
、
様
々
な
感
情
が

交
差
す
る
中
、
一
体
誰
が
こ
の
国
を
動
か
し
て
い
る
の
か
…
…
…
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旅
立
ち
（
前
書
き
）

駄
文
、
小
説
初
め
て
で
す
が
頑
張
り
ま
す
。
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旅
立
ち

そ
れ
は
１
０
年
前
の
事
…

ラ
ン
ト
「
…
…
…
…
…
…
」

ラ
ン
ト
「
…
…
…
父
さ
ん
？
？
」

ラ
ン
ト
「
…
…
…
母
さ
ん
？
？
」

ラ
ン
ト
「
そ
ん
な
…
…
嘘
だ
…
…
…
…
嘘
だ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
！
！
！
！
！
」

？
？
？
「
え
っ
と
…
…
…
ど
こ
だ
っ
け
…
…
」

こ
こ
は
人
々
が
助
け
合
い
生
き
る
国
ラ
ト
ゥ
ー
ル
。
そ
の
南
東
部
に
位
置
す
る

村
、
マ
ト
ロ
ン
。
？
？
？
「
お
ー
い
ラ
ン
ト
ー
！
！
！
早
く
し
ろ
よ
ー
！
！
！
」

ラ
ン
ト
「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
よ
ー
！
！
も
う
す
ぐ
だ
か
ら
ー
！
！
」

彼
の
名
は
ラ
ン
ト
・
レ
ー
テ
ン
。
こ
の
村
に
住
む
少
年
で
あ
る
。

ラ
ン
ト
「
ご
め
ん
ご
め
ん
ガ
イ
ル
、
少
し
忘
れ
物
を
取
り
に
行
っ
て
て
」

ガ
イ
ル
「
っ
た
く
よ
ー
い
つ
ま
で
待
た
せ
る
気
だ
！
！
日
が
暮
れ
ち
ま
う
か
と
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思
っ
た
ぞ
」

ラ
ン
ト
「
そ
れ
は
言
い
す
ぎ
だ
と
思
う
け
ど
…
…
」

ガ
イ
ル
「
と
、
と
に
か
く
、
そ
ろ
そ
ろ
行
く
か
！
！
」

ラ
ン
ト
「
い
や
い
や
、
リ
ネ
ル
が
ま
だ
だ
ろ
？
？
」

ガ
イ
ル
「
良
い
じ
ゃ
ね
ぇ
か
！
！
あ
ん
な
暴
力
的
で
モ
テ
な
い
奴
」

リ
ネ
ル
「
誰
ぇ
が
ぁ
ー
暴
力
的
で
モ
テ
な
い
奴
で
す
っ
て
ぇ
ー
？
？
」

ガ
イ
ル
「
う
ぉ
ー
！
！
リ
、
リ
ネ
ル
！
！
い
つ
の
間
に
居
た
ん
だ
よ
！
！
」

リ
ネ
ル
「
ご
め
ん
ね
、
ち
ょ
っ
と
支
度
に
時
間
が
か
か
っ
て
」

ラ
ン
ト
「
い
い
よ
、
さ
、
改
め
て
出
発
し
よ
う
！
！
」

こ
う
し
て
、
ラ
ン
ト
、
ガ
イ
ル
、
リ
ネ
ル
の
三
人
の
旅
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
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旅
立
ち
（
後
書
き
）

最
近
寒
い
で
す
が
、
頑
張
っ
て
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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秘
湯
の
町
バ
レ
ラ
（
前
書
き
）

最
近
鼻
詰
ま
っ
た
り
、
詰
ま
っ
て
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。
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秘
湯
の
町
バ
レ
ラ

ラ
ン
ト
逹
三
人
は
、
村
を
出
て
、
村
か
ら
北
に
あ
る
秘
湯
と
呼
ば
れ
る
バ
レ
ラ

温
泉
が
あ
る
町
、
バ
レ
ラ
に
到
着
し
た
。

ガ
イ
ル
「
ひ
ゃ
ー
ス
ッ
ゲ
ェ
な
！
！
こ
こ
が
バ
レ
ラ
か
ー
！
！
」

リ
ネ
ル
「
噂
に
は
聞
い
て
た
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
本
物
は
凄
い
ね
！
！
」

ガ
イ
ル
「
来
た
か
ら
に
は
早
速
、
温
泉
に
…
…
っ
て
ラ
ン
ト
、
何
し
て
ん
だ
？

？
」

ラ
ン
ト
「
…
…
…
…
…
…
」

リ
ネ
ル
「
ラ
ン
ト
？
？
」

ラ
ン
ト
「
凄
い
…
…
凄
す
ぎ
る
よ
！
！
！
！
！
！
！
」

リ
ネ
ル
「
う
わ
っ
！
！
ど
う
し
た
の
よ
！
！
！
ラ
ン
ト
！
！
」

ラ
ン
ト
「
だ
っ
て
凄
い
じ
ゃ
ん
！
！
こ
ん
な
に
も
剣
が
揃
っ
て
い
る
ん
だ
よ
！

！
」

ガ
イ
ル
「
う
…
…
そ
う
だ
っ
た
。
ラ
ン
ト
は
剣
オ
タ
ク
だ
っ
た
ん
だ
。
」

こ
の
町
バ
レ
ラ
は
温
泉
だ
け
で
な
く
、
農
業
、
産
業
が
盛
ん
で
あ
り
、
と
て
も

賑
わ
っ
て
い
る
。

リ
ネ
ル
「
ほ
ー
ら
ラ
ン
ト
、
温
泉
に
行
く
わ
よ
」
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ラ
ン
ト
「
待
っ
て
ー
僕
の
剣
ー
！
！
！
」

リ
ネ
ル
は
半
ば
強
引
に
ラ
ン
ト
を
引
っ
張
っ
て
行
っ
た
。

ガ
イ
ル
「
え
ー
！
！
！
温
泉
の
湯
が
な
い
ー
！
！
！
」

リ
ネ
ル
「
本
当
な
ん
で
す
か
？
？
」

バ
レ
ラ
温
泉
店
長
「
本
当
も
何
も
湯
が
な
い
か
ら
ね
ー
」

リ
ネ
ル
「
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
で
す
か
？
？
」

バ
レ
ラ
温
泉
店
長
「
こ
の
町
か
ら
西
に
あ
る
青
結
晶
の
洞
窟
が
あ
る
ん
だ
け
ど
、

そ
こ
に
あ
る
レ
イ
ヴ
ェ
ン
と
い
う
結
晶
を
取
っ
て
来
て
欲
し
い
ん
だ
よ
」

ガ
イ
ル
「
よ
っ
し
ゃ
ー
！
！
わ
か
っ
た
ぜ
ー
！
！
！
じ
ゃ
あ
行
く
ぜ
ー
！
！
！
」

三
人
は
唐
突
な
が
ら
も
、
青
結
晶
の
洞
窟
へ
と
向
か
っ
た
。
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秘
湯
の
町
バ
レ
ラ
（
後
書
き
）

ど
う
で
し
た
か
？
？
コ
メ
ン
ト
お
願
い
し
ま
す
。



10

青
獣
の
雄
叫
び
（
前
書
き
）

バ
ト
ル
シ
ー
ン
が
最
悪
で
す
が
、
暖
か
い
目
で
見
て
く
だ
さ
い
。
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青
獣
の
雄
叫
び

ラ
ン
ト
「
う
わ
っ
！
！
」

ガ
イ
ル
「
大
丈
夫
か
、
ラ
ン
ト
」

リ
ネ
ル
「
こ
の
洞
窟
の
床
は
滑
る
か
ら
気
を
つ
け
て
ね
」

ラ
ン
ト
「
う
ん
。
そ
れ
に
し
て
も
、
本
当
に
こ
こ
は
青
結
晶
が
辺
り
一
面
に
広

が
っ
て
い
る
ん
だ
ね
」

リ
ネ
ル
「
う
ん
、
確
か
に
ね
…
…
」

こ
の
洞
窟
は
、
青
結
晶
と
呼
ば
れ
る
水
が
突
然
変
異
で
結
晶
化
し
た
物
質
を
作

り
出
さ
れ
て
い
る
洞
窟
で
あ
り
、
そ
の
結
晶
か
ら
バ
レ
ラ
の
秘
湯
が
生
ま
れ
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
元
々
は
バ
レ
ラ
の
人
々
が
水
を
汲
む
時
に
使
わ
れ
て

い
た
が
、
最
近
魔
物
が
住
み
着
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
こ
こ
し
ば
ら
く
こ
の

洞
窟
に
行
っ
て
い
な
い
ら
し
い
。

ラ
ン
ト
「
本
当
に
辺
り
一
面
真
っ
青
だ
ね
。
洞
窟
の
奥
ま
で
見
え
る
よ
」

ガ
イ
ル
「
あ
あ
、
逆
に
不
気
味
だ
ぜ
…
…
」

ラ
ン
ト
逹
が
奥
に
順
調
に
進
ん
で
い
る
か
と
思
い
き
や
、
い
き
な
り
魔
物
が
飛

び
出
し
て
き
た
！
！
！

リ
ネ
ル
「
き
ゃ
あ
！
！
こ
れ
っ
て
魔
物
よ
ね
…
…
」

ガ
イ
ル
「
そ
う
み
た
い
だ
、
お
前
ら
、
修
行
の
成
果
を
見
せ
る
時
が
来
た
ぜ
！
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！
」

ラ
ン
ト
「
う
ん
二
人
と
も
、
行
く
よ
！
！
」

戦
闘
開
始
と
同
時
に
、
魔
物
が
一
気
に
突
進
し
て
き
た
。
前
方
に
い
る
ラ
ン
ト

と
ガ
イ
ル
は
そ
れ
を
回
避
し
、
背
後
か
ら
攻
撃
を
仕
掛
け
た
。

ガ
イ
ル
「
う
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
！
！
！
飛
燕
連
脚
！
！
」

ラ
ン
ト
「
は
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
！
雷
神
剣
！
！
」

ガ
イ
ル
、
ラ
ン
ト
が
一
気
に
２
体
の
魔
物
を
倒
し
た
。

ラ
ン
ト
「
や
っ
た
！
！
」

ガ
イ
ル
「
！
！
ラ
ン
ト
後
ろ
！
！
」

ラ
ン
ト
「
え
っ
…
…
」

リ
ネ
ル
「
任
せ
て
！
！
ア
イ
ス
ニ
ー
ド
ル
！
！
！
」

間
一
髪
で
３
体
目
の
魔
物
を
倒
し
、
一
行
は
一
息
つ
い
た
。

ラ
ン
ト
「
た
、
助
か
っ
た
…
…
あ
り
が
と
う
リ
ネ
ル
」

リ
ネ
ル
「
い
い
わ
よ
、
こ
れ
く
ら
い
。
後
ろ
は
私
に
任
せ
て
ね
」

ラ
ン
ト
「
う
ん
」

ガ
イ
ル
「
ホ
ン
ト
こ
う
い
う
時
に
は
頼
り
に
な
る
よ
な
」
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リ
ネ
ル
「
あ
れ
ー
そ
う
か
し
ら
。
他
に
も
色
ん
な
事
で
役
に
立
っ
て
る
と
思
う

け
ど
」

ガ
イ
ル
「
そ
う
か
ぁ
？
？
そ
う
で
も
ね
ぇ
よ
な
、
な
ぁ
ラ
ン
ト
」

ラ
ン
ト
「
え
…
ぼ
、
僕
は
別
に
何
と
も
…
…
」

リ
ネ
ル
「
よ
く
も
言
っ
た
わ
ね
ぇ
二
人
と
も
ー
覚
悟
し
な
さ
い
よ
！
！
」

ガ
イ
ル
「
う
わ
ぁ
、
タ
、
タ
ン
マ
！
！
」

そ
の
瞬
間
だ
っ
た
。
洞
窟
の
奥
か
ら
何
物
か
の
雄
叫
び
が
鳴
り
響
い
た
。

？
？
？
「
グ
ゥ
ア
ア
ア
ア
ア
オ
オ
オ
オ
ン
！
！
！
！
！
」

ガ
イ
ル
「
な
、
何
だ
今
の
…
…
」

リ
ネ
ル
「
何
か
の
雄
叫
び
…
…
？
？
」

ラ
ン
ト
「
何
か
…
…
い
る
…
…
」

そ
の
雄
叫
び
は
洞
窟
中
に
響
き
渡
っ
て
い
た
…
…
…
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青
獣
の
雄
叫
び
（
後
書
き
）

次
回
お
楽
し
み
に
。
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キ
ャ
ラ
設
定
（
前
書
き
）

こ
の
設
定
は
後
々
更
新
し
て
い
き
ま
す
。
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キ
ャ
ラ
設
定

ラ
ン
ト
・
レ
ー
テ
ン

年
齢
 

１
６
歳

身
長
 

１
６
９
ｃ
ｍ

体
重
 

５
７
ｋ
ｇ

血
液
型
 

Ａ
型

髪
型
 

少
し
長
め
で
、
色
は
黄
銅
色
の
ち
ょ
っ
と
黄
色
多
め

人
物
紹
介

ラ
ト
ゥ
ー
ル
の
南
東
部
に
位
置
す
る
村
、
マ
ト
ロ
ン
に
住
む
少
年
。
１
０
年
前

に
あ
る
事
件
が
原
因
で
両
親
を
亡
く
し
、
こ
の
村
に
住
む
祖
父
母
に
育
て
ら
れ

た
。
ガ
イ
ル
、
リ
ネ
ル
と
は
こ
の
村
に
来
て
か
ら
の
親
友
で
あ
る
。
元
々
内
気

な
性
格
で
、
人
付
き
合
い
が
苦
手
で
あ
っ
た
が
、
旅
に
出
る
の
を
き
っ
か
け
に

性
格
を
変
え
た
。

ガ
イ
ル
・
ア
ン
ド
ル
フ

年
齢
 

１
６
歳

身
長
 

１
７
３
ｃ
ｍ

体
重
 

６
１
ｋ
ｇ

血
液
型
 

Ｏ
型

髪
型
 

短
髪
で
、
色
は
銀

人
物
紹
介

ラ
ン
ト
と
一
緒
で
、
マ
ト
ロ
ン
に
住
む
少
年
。
明
る
く
活
発
的
で
、
頭
よ
り
も

体
が
先
に
動
く
タ
イ
プ
。
そ
ん
な
性
格
な
た
め
、
旅
に
出
よ
う
と
言
っ
た
の
は

彼
で
あ
る
。
極
度
の
高
所
恐
怖
症
。

リ
ネ
ル
・
ハ
ル
ス
タ
ー
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年
齢
 

１
６
歳

身
長
 

１
６
４
ｃ
ｍ

体
重
 

不
明

血
液
型
 

Ａ
型

髪
型
 

ロ
ン
グ
で
、
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
に
し
て
い
る

人
物
紹
介

元
々
は
ハ
ル
ス
タ
ー
教
会
の
一
人
娘
で
あ
っ
た
が
、
あ
る
事
が
き
っ
か
け
で
教

会
を
出
る
事
に
。
宛
も
な
い
ま
ま
歩
い
て
い
る
と
、
マ
ト
ロ
ン
の
住
人
に
出
会

い
、
家
を
貸
し
て
も
ら
う
。
し
っ
か
り
者
で
困
っ
て
い
る
人
を
見
捨
て
ら
れ
な

い
性
格
だ
が
、
自
分
の
問
題
は
他
人
に
話
せ
な
い
。
旅
に
出
る
前
に
魔
術
を
少

し
覚
え
て
き
た
ら
し
い
。
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キ
ャ
ラ
設
定
（
後
書
き
）

次
回
と
う
と
う
あ
の
雄
叫
び
が
何
な
の
か
明
ら
か
に
。
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死
闘
（
前
書
き
）

オ
リ
ジ
ナ
ル
技
が
出
て
き
ま
す
。
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死
闘

ガ
イ
ル
「
マ
ジ
か
よ
…
…
」

リ
ネ
ル
「
こ
の
魔
物
は
…
…
何
…
…
」

ラ
ン
ト
「
…
…
…
」

あ
の
雄
叫
び
の
正
体
を
調
べ
る
た
め
に
、
三
人
が
奥
に
進
む
と
、
そ
こ
に
は
今

ま
で
見
た
こ
と
も
聞
い
た
こ
と
も
な
い
得
た
い
の
知
れ
な
い
魔
物
が
仁
王
立
ち

し
て
い
た
。

？
？
？
「
グ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
…
…
…
」

ラ
ン
ト
「
こ
の
魔
物
、
間
違
い
な
く
僕
ら
を
狙
っ
て
る
」

ガ
イ
ル
「
誰
が
ど
う
見
て
も
そ
う
だ
ろ
う
な
…
…
で
も
下
が
る
訳
に
は
い
か
ね

ぇ
！
！
」

三
人
は
意
を
決
し
て
謎
の
魔
物
に
立
ち
向
か
っ
た
…
…
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？
？
？
「
ギ
ャ
ァ
ァ
ァ
オ
オ
オ
オ
オ
ン
！
！
！
！
」

ラ
ン
ト
「
う
わ
っ
！
！
！
」

ガ
イ
ル
「
ク
ソ
ッ
、
な
か
な
か
近
づ
け
ね
ぇ
！
！
」

リ
ネ
ル
「
な
ら
私
が
！
！
！
ウ
イ
ン
ド
カ
ッ
タ
ー
！
！
！
」

リ
ネ
ル
が
杖
を
謎
の
魔
物
に
向
か
っ
て
差
し
出
し
、
風
の
刃
を
解
き
放
っ
た
。

？
？
？
「
グ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
…
…
…
…
ギ
ャ
ァ
ァ
ァ
オ
オ
オ
オ
オ
ン
！
！
！
！
」

謎
の
魔
物
は
そ
の
風
の
刃
を
咆
哮
だ
け
で
相
殺
し
た
。

リ
ネ
ル
「
嘘
っ
…
…
き
ゃ
あ
あ
あ
あ
！
！
！
！
！
！
」

ラ
ン
ト
「
リ
ネ
ル
っ
！
！
！
ク
ッ
ソ
ー
！
！
！
！
！
」

ラ
ン
ト
は
無
謀
に
も
謎
の
魔
物
に
向
か
っ
て
急
接
近
し
た
。

ガ
イ
ル
「
バ
カ
野
郎
！
！
！
一
人
で
突
っ
込
む
奴
が
い
る
か
！
！
！
！
」

ラ
ン
ト
「
う
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
！
！
！
！
雷
神
剣
・
双
牙
ァ
ァ
ァ
！
！
！
！
」

？
？
？
「
グ
ゥ
！
！
！
」

謎
の
魔
物
は
余
程
急
な
攻
撃
だ
っ
た
為
か
、
少
し
後
ろ
に
仰
け
反
っ
た
。

ガ
イ
ル
「
奴
が
後
ろ
に
…
…
チ
ャ
ン
ス
か
も
し
ん
ね
ぇ
…
…
喰
ら
い
や
が
れ
！

！
！
！
奥
義
、
蹴
脚
落
甲
塵
！
！
！
！
！
」
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？
？
？
「
グ
ギ
ャ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
！
！
！
！
！
！
」

ガ
イ
ル
の
奥
義
が
、
謎
の
魔
物
に
ク
リ
ー
ン
ヒ
ッ
ト
し
た
。

ガ
イ
ル
「
は
ぁ
は
ぁ
…
…
ど
う
だ
！
！
！
！
！
」

ラ
ン
ト
「
は
ぁ
…
…
…
は
ぁ
…
…
…
」

土
煙
の
中
に
、
あ
の
魔
物
の
影
が
あ
っ
た
。

ガ
イ
ル
「
な
っ
…
…
…
」

ラ
ン
ト
「
そ
ん
な
…
…
…
」

リ
ネ
ル
「
ガ
イ
ル
の
技
は
当
た
っ
た
の
に
…
…
」

謎
の
魔
物
は
、
ま
だ
動
け
る
状
態
だ
っ
た
。

？
？
？
「
グ
ギ
ャ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
オ
オ
オ
オ
ン
！
！
！
！
！
」

謎
の
魔
物
は
、
怒
り
狂
っ
て
突
進
を
仕
掛
け
た
。

ガ
イ
ル
「
万
事
休
す
か
…
…
」

謎
の
魔
物
が
三
人
に
近
づ
き
か
け
た
そ
の
時
、

？
？
？
「
あ
っ
た
れ
ー
！
！
！
ボ
ル
ト
レ
イ
ン
！
！
！
」

？
？
？
「
…
…
…
瞬
刃
剣
」
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謎
の
複
数
の
矢
と
謎
の
黒
い
影
が
あ
の
魔
物
を
切
り
裂
い
た
。

？
？
？
「
グ
ギ
ャ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
…
…
…
」

ラ
ン
ト
「
す
、
す
ご
い
…
…
…
」

リ
ネ
ル
「
あ
の
魔
物
を
、
一
瞬
で
…
…
…
」

ガ
イ
ル
「
あ
ん
た
ら
…
…
誰
だ
？
？
」

そ
の
煙
の
中
に
あ
る
二
つ
の
影
に
ガ
イ
ル
が
質
問
し
た
。

ア
ス
ノ
「
じ
ゃ
じ
ゃ
ー
ん
！
！
天
下
無
敵
の
弓
使
い
、
ア
ス
ノ
・
タ
バ
ル
だ
よ

ー
ん
！
！
！
」

ラ
ン
ト
「
は
、
は
ぁ
…
…
」

ア
ス
ノ
「
こ
れ
か
ら
こ
れ
か
ら
、
宜
し
く
ね
、
ラ
ン
ト
ち
ゃ
ん
！
！
」

ラ
ン
ト
「
何
で
僕
の
名
前
を
？
？
」

ア
ス
ノ
「
ノ
ン
ノ
ン
ノ
ン
、
ラ
ン
ト
ち
ゃ
ん
だ
け
じ
ゃ
な
い
よ
ー
、
ガ
イ
ル
っ

ち
と
か
リ
ネ
ル
姉
さ
ん
と
か
！
！
」

ガ
イ
ル
「
俺
の
名
前
ま
で
…
…
っ
て
ガ
イ
ル
っ
ち
っ
て
な
ん
だ
よ
！
！
」

リ
ネ
ル
「
挙
げ
句
の
果
て
に
私
は
姉
さ
ん
！
？
」

ア
ス
ノ
「
い
い
じ
ゃ
ん
い
い
じ
ゃ
ん
、
愛
嬌
っ
て
奴
だ
よ
！
！
そ
れ
で
、
何
で

名
前
を
知
っ
て
る
か
っ
て
言
う
の
は
…
…
」
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？
？
？
「
ア
ス
ノ
、
喋
り
過
ぎ
だ
…
…
」

ア
ス
ノ
「
あ
い
た
っ
！
！
何
す
ん
の
さ
ー
！
！
」

ハ
ク
「
す
ま
な
い
…
…
邪
魔
が
入
っ
た
。
俺
は
ハ
ク
。
ハ
ク
・
マ
ル
テ
ス
だ
」

ガ
イ
ル
「
あ
あ
、
よ
ろ
し
く
。
と
こ
ろ
で
、
何
で
俺
達
の
名
前
を
知
っ
て
ん
だ

？
？
」

ハ
ク
「
そ
の
事
だ
が
…
…
実
は
俺
達
は
雇
わ
れ
の
身
で
な
、
バ
レ
ル
温
泉
の
店

長
に
雇
わ
れ
て
い
て
、
そ
れ
で
お
前
達
の
名
前
を
知
っ
た
ん
だ
」

ガ
イ
ル
「
な
る
ほ
ど
な
…
…
っ
て
こ
ん
な
ゆ
っ
く
り
し
て
ら
れ
ね
ぇ
！
！
！
と

っ
と
と
レ
イ
ヴ
ェ
ン
を
取
り
に
行
か
ね
ー
と
！
！
」

ア
ス
ノ
「
そ
れ
な
ら
も
う
取
っ
た
よ
ー
」

ガ
イ
ル
「
あ
あ
、
そ
う
か
…
…
っ
て
何
ー
！
！
！
！
」

ラ
ン
ト
「
こ
、
行
動
が
速
い
ね
…
…
」

ハ
ク
「
お
前
達
が
あ
の
魔
物
に
手
こ
ず
っ
て
い
る
間
に
な
」

リ
ネ
ル
「
そ
れ
な
ら
早
く
こ
こ
か
ら
出
よ
う
か
」

ラ
ン
ト
達
は
青
結
晶
の
洞
窟
を
後
に
し
た
…
…
…
。
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死
闘
（
後
書
き
）

こ
の
本
文
考
え
る
の
に
２
日
か
か
っ
た
?
?
?
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ヴ
ァ
ル
ハ
ラ
地
方
へ
…
…
…
（
前
書
き
）

前
回
の
投
稿
で
バ
レ
ラ
が
バ
レ
ル
に
な
っ
て
い
ま
し
た
?
?
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ヴ
ァ
ル
ハ
ラ
地
方
へ
…
…
…

青
結
晶
の
洞
窟
を
後
に
し
た
一
行
は
、
再
び
バ
レ
ラ
に
戻
っ
て
き
た
。

ラ
ン
ト
「
で
も
、
あ
の
魔
物
は
一
体
何
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
ね
？
？
」

リ
ネ
ル
「
確
か
に
。
私
達
が
見
た
こ
と
も
な
い
魔
物
だ
っ
た
し
ね
」

ハ
ク
「
あ
い
つ
は
≪
ガ
ゼ
ル
≫
と
い
う
魔
物
だ
。
元
々
は
あ
ん
な
青
白
い
色
で

は
な
く
灰
色
だ
っ
た
ん
だ
が
、
恐
ら
く
≪
世
界
駆
逐
化
計
画
≫
が
進
ん
で
い
る

か
ら
か
も
し
れ
な
い
な
」

ガ
ゼ
ル
「
世
界
駆
逐
化
計
画
ぅ
？
？
？
」

ア
ス
ノ
「
う
ー
ん
…
…
簡
単
に
言
う
と
、
何
者
か
が
こ
の
ラ
ト
ゥ
ー
ル
国
の
自

然
の
希
望
石
≪
ア
ル
カ
ナ
≫
の
コ
ア
を
い
じ
っ
た
か
ら
な
ん
だ
っ
て
」

ガ
イ
ル
「
な
ん
と
な
く
わ
か
っ
た
ん
だ
け
ど
よ
、
こ
の
希
望
石
≪
ア
ル
カ
ナ
≫

っ
て
の
は
何
な
ん
だ
？
？
」

ハ
ク
「
お
前
達
…
…
無
知
に
も
程
が
あ
る
ぞ
…
…
」

リ
ネ
ル
「
ご
め
ん
…
…
無
知
な
の
は
ガ
イ
ル
だ
け
だ
と
思
う
…
…
希
望
石
≪
ア

ル
カ
ナ
≫
っ
て
言
う
の
は
、
こ
の
世
界
の
中
心
で
あ
っ
て
、
こ
の
自
然
の
肥
料

に
も
な
っ
て
る
の
。
そ
の
ア
ル
カ
ナ
が
誰
か
に
操
作
さ
れ
て
、
今
に
至
る
っ
て

こ
と
ら
し
い
わ
」

ガ
イ
ル
「
な
る
ほ
ど
な
…
…
…
じ
ゃ
あ
そ
の
ア
ル
カ
ナ
を
操
作
し
て
る
奴
は
何

処
に
い
る
ん
だ
？
？
」
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ハ
ク
「
そ
れ
が
見
つ
か
れ
ば
苦
労
は
し
な
い
…
…
そ
こ
で
俺
達
は
ガ
ル
ド
を
貯

め
る
た
め
に
傭
兵
と
し
て
働
い
て
る
ん
だ
」

ラ
ン
ト
「
あ
、
そ
う
こ
う
し
て
る
間
に
バ
レ
ラ
に
着
い
た
よ
」

ガ
イ
ル
「
よ
っ
し
ゃ
ー
！
！
早
速
店
長
の
所
に
行
こ
う
！
！
」
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？
？
？
「
…
…
ま
さ
か
あ
の
ガ
ゼ
ル
を
倒
す
と
は
な
…
…
…
…
」

？
？
？
「
ご
心
配
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
あ
の
少
年
達
も
私
達
が
八
つ
裂
き
に

し
て
さ
し
あ
げ
ま
す
。
」

？
？
？
「
へ
っ
！
！
！
テ
メ
ェ
一
人
に
手
柄
は
や
る
か
っ
て
の
ー
！
！
！
」

？
？
？
「
そ
う
焦
る
必
要
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
あ
の
少
年
達
と
は
巡
り

会
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
ご
辛
抱
で
す
」

？
？
？
「
ふ
む
…
…
…
よ
か
ろ
う
…
…
…
見
せ
て
も
ら
う
ぞ
…
…
…
≪
ラ
グ
ナ

ロ
ク
≫
の
力
を
持
つ
少
年
よ
…
…
…
」
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店
長
「
い
や
ー
あ
り
が
と
う
！
！
こ
れ
で
ま
た
温
泉
再
開
だ
よ
！
！
」
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リ
ネ
ル
「
そ
う
言
っ
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
」

ガ
イ
ル
「
よ
っ
し
ゃ
！
！
そ
う
と
決
ま
っ
た
ら
早
速
温
泉
に
…
…
」

ハ
ク
「
何
し
て
る
、
次
の
目
的
地
に
行
く
ぞ
」

ガ
イ
ル
「
は
？
？
お
前
な
に
言
っ
て
ん
だ
？
？
」

ハ
ク
「
レ
イ
ヴ
ェ
ン
を
取
っ
て
き
て
や
っ
た
恩
返
し
だ
ろ
う
！
！
」

ガ
イ
ル
「
何
で
だ
よ
！
！
レ
イ
ヴ
ェ
ン
は
お
前
達
が
勝
手
に
取
っ
て
き
た
ん
だ

ろ
う
が
！
！
」

ハ
ク
「
な
ら
お
前
達
は
あ
の
ま
ま
奴
に
殺
さ
れ
た
か
っ
た
の
か
？
？
」

ガ
イ
ル
「
ぐ
っ
…
…
」

ラ
ン
ト
「
い
い
よ
」

ガ
イ
ル
「
な
っ
…
…
」

ア
ス
ノ
「
う
そ
ー
！
！
本
当
に
ー
！
！
」

ラ
ン
ト
「
う
ん
。
だ
っ
て
こ
の
ま
ま
世
界
を
放
置
し
て
た
ら
世
界
が
無
く
な
っ

ち
ゃ
う
ん
だ
よ
。
そ
れ
だ
っ
た
ら
僕
に
も
何
か
で
き
る
事
を
し
た
い
。
僕
も
世

界
を
救
い
た
い
」

リ
ネ
ル
「
ラ
ン
ト
…
…
」
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ガ
イ
ル
「
し
ゃ
ー
ね
ぇ
ー
な
！
！
こ
の
俺
も
参
戦
し
て
や
る
！
！
」

ハ
ク
「
お
前
だ
け
で
は
役
不
足
だ
」

ガ
イ
ル
「
ん
だ
と
！
！
」

ハ
ク
「
フ
ッ
…
そ
う
と
決
ま
れ
ば
ま
ず
は
こ
の
≪
フ
ラ
ン
ト
≫
地
方
か
ら
出
る

ぞ
」

ラ
ン
ト
「
何
処
に
行
く
の
？
？
」

ハ
ク
「
こ
の
バ
レ
ラ
か
ら
東
に
あ
る
、
≪
ヴ
ァ
ル
ハ
ラ
≫
地
方
だ
」
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ヴ
ァ
ル
ハ
ラ
地
方
へ
…
…
…
（
後
書
き
）

最
初
か
ら
比
べ
る
と
ほ
ん
の
少
し
文
才
能
力
上
が
っ
た
か
も
?
?



35

ラ
ン
グ
エ
ー
ト
の
誇
り
～
再
会
～
（
前
書
き
）

テ
ス
ト
期
間
の
為
、
一
時
投
稿
を
中
断
し
ま
す
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ラ
ン
グ
エ
ー
ト
の
誇
り
～
再
会
～

一
行
は
バ
レ
ラ
を
出
て
、
東
に
あ
る
≪
ヴ
ァ
ル
ハ
ラ
≫
地
方
に
向
か
っ
て
い
た
。

ア
ス
ノ
「
あ
ー
る
ー
こ
ー
、
あ
ー
る
ー
こ
ー
、
私
は
ア
ス
ノ
ー
（
＾
Ｏ
＾
）
」

ガ
イ
ル
「
何
で
そ
ん
な
元
気
な
ん
だ
よ
…
」

ハ
ク
「
知
ら
ん
。
あ
い
つ
は
い
つ
も
あ
ん
な
だ
か
ら
な
」

リ
ネ
ル
「
そ
れ
よ
り
、
あ
と
ど
れ
く
ら
い
な
の
？
？
」

ハ
ク
「
ざ
っ
と
見
積
も
っ
て
昼
頃
に
≪
ナ
ツ
メ
≫
橋
に
到
着
す
る
は
ず
だ
。
し

か
し
お
か
し
い
な
…
こ
こ
の
領
域
は
奴
ら
の
…
…
」

？
？
？
「
待
て
！
！
貴
様
ら
！
！
」

ガ
イ
ル
「
う
ぉ
！
！
何
だ
よ
お
め
ぇ
ら
！
！
」

？
？
？
「
我
々
は
誇
り
高
き
騎
士
団
！
！
≪
ラ
ン
グ
エ
ー
ト
≫
だ
！
！
」

ラ
ン
ト
「
ラ
ン
グ
エ
ー
ト
？
？
確
か
ラ
ン
グ
エ
ー
ト
っ
て
…
…
」

ア
ス
ノ
「
ね
ー
い
い
で
し
ょ
ー
！
！
こ
こ
を
通
し
て
よ
ー
！
！
」

ラ
ン
グ
エ
ー
ト
兵
「
駄
目
だ
！
！
こ
こ
は
我
々
騎
士
団
の
団
長
、
ナ
ク
ラ
ス
団

長
が
士
気
す
る
領
地
だ
！
！
」

ガ
イ
ル
「
ち
っ
！
！
な
ら
力
ず
く
で
…
…
」
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ハ
ク
「
ど
け
。
俺
に
任
せ
ろ
」

ガ
イ
ル
「
っ
て
お
い
！
！
お
前
一
人
で
大
丈
夫
か
？
？
」

ハ
ク
「
だ
か
ら
任
せ
ろ
と
言
っ
て
い
る
」

ラ
ン
グ
エ
ー
ト
兵
「
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
と
喋
っ
て
い
る
余
裕
が
あ
る
の
か
！
！
」

ハ
ク
と
ガ
イ
ル
が
長
々
と
喋
っ
て
い
る
間
に
、
ラ
ン
グ
エ
ー
ト
兵
が
襲
い
か
か

っ
て
き
た
。

ハ
ク
「
フ
ン
…
…
散
れ
…
…
…
双
竜
連
牙
斬
！
！
」

ラ
ン
グ
エ
ー
ト
兵
「
ぐ
わ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
…
…
つ
、
強
す
ぎ
る
…
…
」

ラ
ン
グ
エ
ー
ト
兵
「
だ
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
こ
の
誇
り
、
潰
さ
れ
た
ま
ま
で
は

…
…
」

ハ
ク
「
ま
だ
や
る
の
か
？
？
」

？
？
？
「
…
…
…
そ
こ
ま
で
だ
！
！
」

ハ
ク
「
…
…
誰
だ
？
？
」

ラ
ン
グ
エ
ー
ト
兵
「
だ
、
団
長
…
…
」

？
？
？
「
な
る
ほ
ど
…
…
我
が
部
下
達
を
一
瞬
で
…
…
」

ハ
ク
「
あ
ん
た
が
コ
イ
ツ
ら
の
言
う
、
ナ
ク
ラ
ス
団
長
か
？
？
」
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ナ
ク
ラ
ス
「
い
か
に
も
。
俺
が
ラ
ン
グ
エ
ー
ト
国
際
騎
士
団
団
長
、
ナ
ク
ラ
ス
・

デ
ィ
ム
だ
」

リ
ネ
ル
「
あ
れ
…
…
ナ
ク
ラ
ス
っ
て
何
処
か
で
…
…
」

ラ
ン
ト
「
ナ
、
ナ
ク
ラ
ス
…
…
」

ハ
ク
「
ん
？
？
ど
う
し
た
ラ
ン
ト
」

ナ
ク
ラ
ス
「
な
ぜ
俺
の
名
前
を
…
…
ま
さ
か
ラ
ン
…
…
」

ラ
ン
ト
「
や
っ
ぱ
り
ナ
ク
ラ
ス
だ
！
！
あ
は
は
、
久
し
ぶ
り
だ
ね
！
！
」

ナ
ク
ラ
ス
「
う
お
っ
！
！
ラ
ン
ト
か
！
！
お
前
い
つ
の
間
に
こ
ん
な
所
ま
で
来

て
た
ん
だ
？
？
」

ラ
ン
ト
「
い
や
実
は
ね
…
…
」

ナ
ク
ラ
ス
「
な
る
ほ
ど
な
…
…
と
い
う
こ
と
は
そ
の
希
望
石
≪
ア
ル
カ
ナ
≫
を

正
常
化
さ
せ
る
為
に
旅
を
し
て
い
る
の
か
」

ラ
ン
ト
「
そ
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
」
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ガ
イ
ル
「
っ
て
言
う
か
ま
さ
か
国
際
騎
士
団
の
団
長
と
ラ
ン
ト
が
親
友
と
は
な
」

ア
ス
ノ
「
凄
い
友
達
だ
ね
ー
」

ラ
ン
ト
「
そ
れ
で
さ
、
ち
ょ
っ
と
厚
か
ま
し
い
お
願
い
な
ん
だ
け
ど
、
ナ
ク
ラ

ス
の
所
の
騎
士
団
も
手
伝
っ
て
く
れ
な
い
か
な
と
か
…
…
」

ナ
ク
ラ
ス
「
む
っ
！
！
何
を
躊
躇
し
て
い
る
！
！
お
前
と
俺
は
親
友
だ
ろ
う
！

！
こ
の
俺
に
出
来
る
こ
と
な
ら
何
で
も
言
え
！
！
」

ラ
ン
ト
「
う
ん
！
！
あ
り
が
と
う
ナ
ク
ラ
ス
！
！
」

ナ
ク
ラ
ス
「
よ
し
！
！
俺
が
直
接
ヴ
ァ
ル
ハ
ラ
地
方
に
あ
る
街
、
≪
ハ
ー
ク
≫

に
支
援
連
絡
を
し
と
い
て
や
る
。
お
前
達
は
こ
の
先
安
心
し
て
旅
を
続
け
れ
ば

い
い
！
！
」

ハ
ク
「
す
ま
な
い
、
助
か
る
」

ナ
ク
ラ
ス
「
い
い
っ
て
事
だ
。
さ
ぁ
、
行
っ
て
こ
い
」

ラ
ン
ト
「
う
ん
。
じ
ゃ
あ
ま
た
何
処
か
で
！
！
」

こ
う
し
て
ラ
ン
ト
達
は
、
騎
士
団
団
長
ナ
ク
ラ
ス
の
支
援
も
あ
り
、
次
な
る
目

的
地
、
≪
ハ
ー
ク
≫
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
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ラ
ン
グ
エ
ー
ト
の
誇
り
～
再
会
～
（
後
書
き
）

早
く
も
１
２
月
で
す
。
寒
い
ー
?
?
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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